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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
１．訂正の経緯

　当社連結子会社であるJapan Philippines Nameplates, Inc.（以下、「ＪＰＮ」という）の月次損益報告において

平成26年７月に交際費の異常値を認識し、ＪＰＮの管掌取締役であった元常務取締役および元ＪＰＮ社長から説明を

受けたものの、その回答に疑念を持ち、平成26年12月25日に内部調査委員会を設置し、当該海外子会社における経

費、資産、給与処理の調査および主要取引先との取引状況の確認を行うことといたしました。

　内部調査委員会は現地調査を実施し、その結果、元常務取締役および元ＪＰＮ社長に不正の疑義が認められ、平成

27年３月16日、当社は内部調査委員会より調査結果を記載した内部調査報告書を受領いたしました。

　内部調査委員会の内部調査報告書を受け、当社の元常務取締役が関与したことによる重要性に鑑み、過去に提出い

たしました四半期報告書に記載されている四半期連結財務諸表に含まれる不適切な会計処理を訂正し、四半期報告書

の訂正報告書を提出することを、平成27年３月20日の取締役会の承認を経て決定いたしました。

 

２．会計処理

　当社連結子会社において発生した外注費、交際費、人件費を発生した時期ごとに貸付金に振り替え、貸倒引当金繰

入額（営業外費用）として全額貸倒引当金を計上いたします。

　これらの決算訂正により、当社が平成26年９月12日に提出いたしました第42期第２四半期（自　平成26年５月１

日　至　平成26年７月31日）に係る四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引

法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており、

その四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

１　事業等のリスク

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）経営成績の分析

(3）キャッシュ・フローの状況

(6）継続企業の前提に関する重要事象等について

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

四半期連結包括利益計算書

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（継続企業の前提に関する事項）

（四半期連結貸借対照表関係）

（四半期連結損益計算書関係）

（セグメント情報等）

セグメント情報

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　（訂正前）

回次
第41期

第２四半期
連結累計期間

第42期
第２四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自　平成25年２月１日
至　平成25年７月31日

自　平成26年２月１日
至　平成26年７月31日

自　平成25年２月１日
至　平成26年１月31日

売上高 （千円） 3,320,567 4,084,350 6,123,666

経常利益又は経常損失（△） （千円） △13,786 494,675 △91,683

四半期純利益又は当期純損失

（△）
（千円） 33,563 581,463 △100,366

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 101,498 597,389 43,832

純資産額 （千円） 571,416 1,012,991 415,602

総資産額 （千円） 10,437,149 10,605,508 10,167,311

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）
（円） 2.82 72.73 △15.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 2.40 41.49 －

自己資本比率 （％） 4.1 9.1 3.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 275,382 1,018,936 90,240

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 175,316 181,452 209,152

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △387,759 △575,935 △509,020

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,327,630 2,749,002 2,127,139

 

回次
第41期

第２四半期
連結会計期間

第42期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年５月１日
至　平成25年７月31日

自　平成26年５月１日
至　平成26年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.80 28.76

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第41期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期

純損失金額であるため記載しておりません。
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　　（訂正後）

回次
第41期

第２四半期
連結累計期間

第42期
第２四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自　平成25年２月１日
至　平成25年７月31日

自　平成26年２月１日
至　平成26年７月31日

自　平成25年２月１日
至　平成26年１月31日

売上高 （千円） 3,320,567 4,084,350 6,123,666

経常利益又は経常損失（△） （千円） △13,786 494,675 △91,683

四半期純利益又は当期純損失

（△）
（千円） 33,563 581,362 △100,366

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 101,498 597,278 43,832

純資産額 （千円） 571,416 1,012,880 415,602

総資産額 （千円） 10,437,149 10,605,508 10,167,311

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）
（円） 2.82 72.72 △15.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 2.40 41.49 －

自己資本比率 （％） 4.1 9.1 3.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 277,315 1,023,851 94,146

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 173,383 176,537 205,246

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △387,759 △575,935 △509,020

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,327,630 2,749,002 2,127,139

 

回次
第41期

第２四半期
連結会計期間

第42期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年５月１日
至　平成25年７月31日

自　平成26年５月１日
至　平成26年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.80 28.75

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第41期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期

純損失金額であるため記載しておりません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　（訂正前）

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、平成26年１月期におきまして22,843千円の営業損失、91,683千円の経常損失を計上し、当期純損

失も100,366千円となりましたが、当第２四半期連結累計期間におきましては、営業利益539,340千円、経常利益

494,675千円、四半期純利益581,463千円を計上しております。また、取引金融機関と協議中であった新たな経営改善

計画についても平成26年５月に基本的な同意を得ました。

（省略）

 

　　（訂正後）

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、平成26年１月期におきまして18,938千円の営業損失、91,683千円の経常損失を計上し、当期純損

失も100,366千円となりましたが、当第２四半期連結累計期間におきましては、営業利益544,255千円、経常利益

494,675千円、四半期純利益581,362千円を計上しております。また、取引金融機関と協議中であった新たな経営改善

計画についても平成26年５月に基本的な同意を得ました。

（省略）

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

　　（訂正前）

（省略）

　このような環境下において、当社グループは市場動向を見極めながら積極的に営業展開を行い、顧客ニーズに応

えるべく製品等の改良施策を推進してまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は40億84百万

円（前年同期比23.0％増）となり、営業利益は５億39百万円（前年同期比5,612.1％増）、経常利益は４億94百万

円（前年同期は13百万円の経常損失）、四半期純利益は５億81百万円（前年同期比1,632.5％増）となりました。

（省略）

 

（ディスプレイおよび電子部品）

　パチスロ機の人気も一度は回復したものの、再びパチスロの稼働状況が低下しておりましたが、当社得意先の営

業戦略もあり同社向けの販売が増加したこと、他社への営業展開の進展による販売が増加したことから、当社の販

売は増加いたしました。

　工作機械および産業用機械については、景況の改善や設備投資関連の政府措置などによる内需の復調および北米

を中心とした外需の復調から、当社のスイッチパネルの販売は増加いたしました。

　その結果、売上高は19億55百万円（前年同期比25.4％増）、営業利益は１億60百万円（前年同期比129.2％増）

となりました。

 

　　（訂正後）

（省略）

　このような環境下において、当社グループは市場動向を見極めながら積極的に営業展開を行い、顧客ニーズに応

えるべく製品等の改良施策を推進してまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は40億84百万

円（前年同期比23.0％増）となり、営業利益は５億44百万円（前年同期比4,684.2％増）、経常利益は４億94百万

円（前年同期は13百万円の経常損失）、四半期純利益は５億81百万円（前年同期比1,632.2％増）となりました。

（省略）

 

（ディスプレイおよび電子部品）

　パチスロ機の人気も一度は回復したものの、再びパチスロの稼働状況が低下しておりましたが、当社得意先の営

業戦略もあり同社向けの販売が増加したこと、他社への営業展開の進展による販売が増加したことから、当社の販

売は増加いたしました。

　工作機械および産業用機械については、景況の改善や設備投資関連の政府措置などによる内需の復調および北米

を中心とした外需の復調から、当社のスイッチパネルの販売は増加いたしました。

　その結果、売上高は19億55百万円（前年同期比25.4％増）、営業利益は１億65百万円（前年同期比129.9％増）

となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　　（訂正前）

（省略）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は10億18百万円（前年同期比270.0％増加）となりました。主要な増加要因は税金

等調整前四半期純利益６億３百万円、仕入債務の増加額２億26百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は１億81百万円（前年同期比3.5％増加）となりました。主要な増加要因は投資有

価証券の売却による収入１億34百万円、有形固定資産売却収入の前受け92百万円であります。

（省略）

 

　　（訂正後）

（省略）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は10億23百万円（前年同期比269.2％増加）となりました。主要な増加要因は税金

等調整前四半期純利益６億３百万円、仕入債務の増加額２億26百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は１億76百万円（前年同期比1.8％増加）となりました。主要な増加要因は投資有

価証券の売却による収入１億34百万円、有形固定資産売却収入の前受け92百万円であります。

（省略）

 

(6) 継続企業の前提に関する重要事象等について

　　（訂正前）

当社グループは、平成26年１月期におきまして22,843千円の営業損失、91,683千円の経常損失を計上し、当期純

損失も100,366千円となりましたが、当第２四半期連結累計期間におきましては、営業利益539,340千円、経常利益

494,675千円、四半期純利益581,463千円を計上しております。また、取引金融機関と協議中であった新たな経営改

善計画についても平成26年５月に基本的な同意を得ました。

（省略）

 

　　（訂正後）

当社グループは、平成26年１月期におきまして18,938千円の営業損失、91,683千円の経常損失を計上し、当期純

損失も100,366千円となりましたが、当第２四半期連結累計期間におきましては、営業利益544,255千円、経常利益

494,675千円、四半期純利益581,362千円を計上しております。また、取引金融機関と協議中であった新たな経営改

善計画についても平成26年５月に基本的な同意を得ました。

（省略）

 

第４【経理の状況】

２．監査証明について

　　（訂正前）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年５月１日から平

成26年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年２月１日から平成26年７月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

　　（訂正後）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年５月１日から平

成26年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年２月１日から平成26年７月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており、改めて四半

期レビュー報告書を受領しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年１月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年７月31日)

資産の部   

(中略）   

投資その他の資産   

その他 2,000,723 1,909,470

貸倒引当金 △1,637,845 △1,539,754

投資その他の資産合計 362,878 369,716

固定資産合計 5,096,016 4,995,841

資産合計 10,167,311 10,605,508

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 842,022 1,068,127

短期借入金 2,611,036 2,136,454

1年内返済予定の長期借入金 1,113,752 1,136,757

未払法人税等 27,843 17,700

その他 681,559 856,843

流動負債合計 5,276,214 5,215,883

固定負債   

長期借入金 2,682,316 2,624,510

退職給付引当金 476,678 510,122

その他 1,316,498 1,242,000

固定負債合計 4,475,494 4,376,633

負債合計 9,751,708 9,592,516

純資産の部   

株主資本   

資本金 300,000 300,000

資本剰余金 7,772,977 7,772,977

利益剰余金 △7,246,283 △6,664,819

自己株式 △283,961 △283,961

株主資本合計 542,732 1,124,195

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 58,575 79,084

為替換算調整勘定 △236,467 △242,592

その他の包括利益累計額合計 △177,891 △163,508

少数株主持分 50,762 52,304

純資産合計 415,602 1,012,991

負債純資産合計 10,167,311 10,605,508
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　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年１月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年７月31日)

資産の部   

(中略）   

投資その他の資産   

その他 ※１ 2,005,030 ※１ 1,918,692

貸倒引当金 ※２ △1,642,152 ※２ △1,548,976

投資その他の資産合計 362,878 369,716

固定資産合計 5,096,016 4,995,841

資産合計 10,167,311 10,605,508

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 842,022 1,068,127

短期借入金 2,611,036 2,136,454

1年内返済予定の長期借入金 1,113,752 1,136,757

未払法人税等 27,843 17,810

その他 681,559 856,843

流動負債合計 5,276,214 5,215,993

固定負債   

長期借入金 2,682,316 2,624,510

退職給付引当金 476,678 510,122

その他 1,316,498 1,242,000

固定負債合計 4,475,494 4,376,633

負債合計 9,751,708 9,592,627

純資産の部   

株主資本   

資本金 300,000 300,000

資本剰余金 7,772,977 7,772,977

利益剰余金 △7,246,283 △6,664,921

自己株式 △283,961 △283,961

株主資本合計 542,732 1,124,094

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 58,575 79,084

為替換算調整勘定 △236,467 △242,592

その他の包括利益累計額合計 △177,891 △163,508

少数株主持分 50,762 52,295

純資産合計 415,602 1,012,880

負債純資産合計 10,167,311 10,605,508
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年２月１日
　至　平成26年７月31日)

売上高 3,320,567 4,084,350

売上原価 2,460,954 2,688,654

売上総利益 859,612 1,395,695

販売費及び一般管理費 ※ 850,169 ※ 856,355

営業利益 9,442 539,340

(中略）   

営業外費用   

支払利息 61,132 57,248

為替差損 － 267

減価償却費 27,898 11,380

その他 2,571 18,221

営業外費用合計 91,602 87,117

(中略）   

税金等調整前四半期純利益 51,154 603,410

法人税等 18,889 19,973

少数株主損益調整前四半期純利益 32,265 583,436

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,298 1,972

四半期純利益 33,563 581,463

 

　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年２月１日
　至　平成26年７月31日)

売上高 3,320,567 4,084,350

売上原価 2,460,954 2,686,438

売上総利益 859,612 1,397,911

販売費及び一般管理費 ※１ 848,236 ※１ 853,656

営業利益 11,376 544,255

(中略）   

営業外費用   

支払利息 61,132 57,248

為替差損 － 267

減価償却費 27,898 11,380

貸倒引当金繰入額 ※２ 1,933 ※２ 4,915

その他 2,571 18,221

営業外費用合計 93,535 92,032

(中略）   

税金等調整前四半期純利益 51,154 603,410

法人税等 18,889 20,084

少数株主損益調整前四半期純利益 32,265 583,325

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,298 1,963

四半期純利益 33,563 581,362
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年２月１日
　至　平成26年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 32,265 583,436

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △33,863 20,508

為替換算調整勘定 103,097 △6,555

その他の包括利益合計 69,233 13,952

四半期包括利益 101,498 597,389

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 75,796 595,846

少数株主に係る四半期包括利益 25,702 1,542

 

　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年２月１日
　至　平成26年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 32,265 583,325

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △33,863 20,508

為替換算調整勘定 103,097 △6,555

その他の包括利益合計 69,233 13,952

四半期包括利益 101,498 597,278

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 75,796 595,745

少数株主に係る四半期包括利益 25,702 1,533
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年２月１日
　至　平成26年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 51,154 603,410

減価償却費 180,586 138,733

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,159 △110,862

（中略）   

小計 340,128 1,091,778

（中略）   

営業活動によるキャッシュ・フロー 275,382 1,018,936

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △44,878 △24,288

有形固定資産の売却による収入 754 258

有形固定資産売却収入の前受け － 92,987

有形固定資産売却費用の前払い － △15,000

無形固定資産の取得による支出 △1,234 △4,778

投資有価証券の取得による支出 △1,201 △1,204

投資有価証券の売却による収入 117,991 134,883

貸付けによる支出 △2,500 －

貸付金の回収による収入 920 555

その他 5,464 △1,961

投資活動によるキャッシュ・フロー 175,316 181,452

(省略）

 

　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年２月１日
　至　平成26年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 51,154 603,410

減価償却費 180,586 138,733

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,225 △105,947

（中略）   

小計 342,062 1,096,693

（中略）   

営業活動によるキャッシュ・フロー 277,315 1,023,851

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △44,878 △24,288

有形固定資産の売却による収入 754 258

有形固定資産売却収入の前受け － 92,987

有形固定資産売却費用の前払い － △15,000

無形固定資産の取得による支出 △1,234 △4,778

投資有価証券の取得による支出 △1,201 △1,204

投資有価証券の売却による収入 117,991 134,883

貸付けによる支出 △4,433 △4,915

貸付金の回収による収入 920 555

その他 5,464 △1,961

投資活動によるキャッシュ・フロー 173,383 176,537

(省略）
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　　（訂正前）

　当社グループは、平成26年１月期におきまして22,843千円の営業損失、91,683千円の経常損失を計上し、当期

純損失も100,366千円となりましたが、当第２四半期連結累計期間におきましては、営業利益539,340千円、経常

利益494,675千円、四半期純利益581,463千円を計上しております。また、取引金融機関と協議中であった新たな

経営改善計画についても平成26年５月に基本的な同意を得ました。

（省略）

 

　　（訂正後）

　当社グループは、平成26年１月期におきまして18,938千円の営業損失、91,683千円の経常損失を計上し、当期

純損失も100,366千円となりましたが、当第２四半期連結累計期間におきましては、営業利益544,255千円、経常

利益494,675千円、四半期純利益581,362千円を計上しております。また、取引金融機関と協議中であった新たな

経営改善計画についても平成26年５月に基本的な同意を得ました。

（省略）

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　（訂正前）

該当事項はありません。

 

　　（訂正後）

※１　当社連結子会社JPN,INC.において、当社元常務取締役および子会社元取締役社長による不正行為が行なわ

れたため、当該不正行為に関連して発生した経費および人件費を不正実行者に対する貸付金に振り替えてお

ります。

 
前連結会計年度

（平成26年１月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年７月31日）

長期貸付金 4,306千円 9,221千円

 

※２　当社連結子会社JPN,INC.において、当社元常務取締役および子会社元取締役社長による不正行為により発

生した貸付金に対して全額引当金を計上しております。

 
前連結会計年度

（平成26年１月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年７月31日）

貸倒引当金 4,306千円 9,221千円
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（四半期連結損益計算書関係）

　　（訂正前）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年２月１日

　　至　平成25年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年２月１日

　　至　平成26年７月31日）

貸倒引当金繰入額 △6,159千円 △27,603千円

給与賞与 264,911 279,473

退職給付引当金繰入額 △334 21,773

減価償却費 56,326 40,953

販売手数料 58,671 36,468

試験研究費 91,105 80,445

 

　　（訂正後）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年２月１日

　　至　平成25年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年２月１日

　　至　平成26年７月31日）

貸倒引当金繰入額 △6,159千円 △27,603千円

給与賞与 263,520 278,040

退職給付引当金繰入額 △334 21,773

減価償却費 56,326 40,953

販売手数料 58,671 36,468

試験研究費 91,105 80,445

 

※２　当社連結子会社JPN,INC.において、当社元常務取締役および子会社元取締役社長による不正行為により発

生した貸付金に対する貸倒引当金の繰入額を計上しております。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年２月１日

　　至　平成25年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年２月１日

　　至　平成26年７月31日）

貸倒引当金繰入額 1,933千円 4,915千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　（訂正前）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年２月１日　至　平成25年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
電子機器部
品製造装置

ディスプレ
イおよび電
子部品

計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 1,755,180 1,559,281 3,314,462 6,105 3,320,567 － 3,320,567

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,755,180 1,559,281 3,314,462 6,105 3,320,567 － 3,320,567

セグメント利益又は損失

（△）
△80,634 69,886 △10,747 20,190 9,442 － 9,442

　（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽電池ウェーハ事業

であります。

２．セグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

（省略）

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年２月１日　至　平成26年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
電子機器部
品製造装置

ディスプレ
イおよび電
子部品

計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 2,127,614 1,955,974 4,083,588 761 4,084,350 － 4,084,350

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,127,614 1,955,974 4,083,588 761 4,084,350 － 4,084,350

セグメント利益 373,754 160,194 533,948 5,391 539,340 － 539,340

　（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメント及び付随的な収益を獲得す

るに過ぎない構成単位であり、主に太陽電池ウェーハ事業であります。

２．セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

（省略）
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　　（訂正後）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年２月１日　至　平成25年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
電子機器部
品製造装置

ディスプレ
イおよび電
子部品

計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 1,755,180 1,559,281 3,314,462 6,105 3,320,567 － 3,320,567

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,755,180 1,559,281 3,314,462 6,105 3,320,567 － 3,320,567

セグメント利益又は損失

（△）
△80,634 71,820 △8,814 20,190 11,376 － 11,376

　（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽電池ウェーハ事業

であります。

２．セグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

（省略）

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年２月１日　至　平成26年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
電子機器部
品製造装置

ディスプレ
イおよび電
子部品

計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 2,127,614 1,955,974 4,083,588 761 4,084,350 － 4,084,350

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,127,614 1,955,974 4,083,588 761 4,084,350 － 4,084,350

セグメント利益 373,754 165,109 538,864 5,391 544,255 － 544,255

　（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメント及び付随的な収益を獲得す

るに過ぎない構成単位であり、主に太陽電池ウェーハ事業であります。

２．セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

（省略）
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（１株当たり情報）

　　（訂正前）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年２月１日
至　平成25年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年２月１日
至　平成26年７月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 2円82銭 72円73銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 33,563 581,463

普通株主に帰属しない金額（千円） 11,437 10,861

（うち優先配当額（千円）） (11,437) (10,861)

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 22,126 570,602

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,845 7,845

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2円40銭 41円49銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） 11,437 10,861

（うち優先配当額（千円）） (11,437) (10,861)

普通株式増加数（千株） 6,168 6,168

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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　　（訂正後）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年２月１日
至　平成25年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年２月１日
至　平成26年７月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 2円82銭 72円72銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 33,563 581,362

普通株主に帰属しない金額（千円） 11,437 10,861

（うち優先配当額（千円）） (11,437) (10,861)

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 22,126 570,501

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,845 7,845

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2円40銭 41円49銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） 11,437 10,861

（うち優先配当額（千円）） (11,437) (10,861)

普通株式増加数（千株） 6,168 6,168

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成２７年４月２３日

株式会社石井表記    
 
 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 松嶋　敦　　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 家元　清文　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社石井表記の平成２６年２月１日から平成２７年１月３１日までの連結会計年度の第２四半

期連結会計期間（平成２６年５月１日から平成２６年７月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間

（平成２６年２月１日から平成２６年７月３１日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社石井表記及び連結子会社

の平成２６年７月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成

績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。
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強調事項

　継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は当第２四半期連結累計期間において、

営業利益544,255千円、経常利益494,675千円、四半期純利益581,362千円を計上し、また、取引金融機

関と協議中であった新たな経営改善計画についても基本的な同意を得ている。しかしながら、取引金融

機関から返済条件の緩和（支払余力に応じたプロラタ返済、当第２四半期連結累計期間末残高は借入金

等6,736,736千円）を受けている状況に変わりはないことから、依然として継続企業の前提に重要な疑

義を生じさせるような状況が存在している。返済条件の緩和に関する取引金融機関との同意内容は、経

営改善計画の達成状況によって見直される可能性があり、現時点において継続企業の前提に関する重要

な不確実性が存在するものと認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認めら

れる理由については当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成され

ており、このような重要な不確実性の影響は四半期連結財務諸表には反映されていない。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は四半期連結財務諸表を訂正し

ている。なお、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成26年９月１０日に四半期レ

ビュー報告書を提出した。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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